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新
版
第
二
号

平
成
二
十
年
十
二
月
十
日

近
江
神
宮
の
門
松
立
て

平
成

の
御
代

二
十
年
の
年
も
早
く
も
歳
晩
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
ご
多
端
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

近
江
神
宮

で
は
十
二
月

一
日
に

一
般

の
神
社

の
新
嘗
祭
に
あ
た
り
ま
す
初
穂

講
大
祭
を
終
え
る
と
迎
春
準
備

の
態
勢
に
な
り
ま
す
。
十
二
月
十
三
日
は
古
来

正
月
事
始
め
の
日
と
さ
れ
、
…煤
払
え
の
日
で
あ
る
と
と
も
に
松
迎
え
の
日
で
し

た
。
煤
払
え
に
は
ま
だ
早
い
の
で
近
江
神
宮
で
は
二
十
日
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、

門
松
は
こ
の
日
、
楼
門
に
立
て
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
境
内
に
植
栽
し
て
あ
る
雄
松

・
雌
松
を
根
ご
と
掘
り
起
こ
し
て
楼

門
の
所
に
移
し
据
え
置
き
、
竹
を
組
み
梅

の
枝
を

つ
け
笹
や
葉
牡
丹
で
飾
り
、

年
神
様
の
降
臨
を
待
ち
ま
す
。
明
け
て
小
正
月

(
一
月
十
五
日
)
に
は
竹

・
梅

等
は
く
ず
し
て
焼
納
し
ま
す
が
、
松

の
み
再
び
元
の
場
所
に
植
え
戻
し

一
年
間

そ
こ
に
植
え
て
お
き
、
翌
年
に
は
ま
た
同
じ
松
を
門
松
と
し
て
飾
り
立
て
ま
す
。

昭
和
四
十
年
代
以
降
急
速
に
家
庭

の
伝
統
行
事
が
衰
退
し
、
歳
末
行
事

・
正

月
行
事
も
今
や

一
般
家
庭
で
は

一
部

の
旧
家
を
除

い
て
昔
ど
お
り
に
行
う
と
こ

ろ
は
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
正
月
事
始
め
か
ら
小
正
月
に
至
る
ひ
と
月
間
が

新
年
を
迎
え
る
た
め
の
特
別
な
期

間
で
、
か

つ
て
は
各
家
庭
で
も
そ

れ
ぞ
れ
の
節
目
の
行
事
を
行

っ
て

き
た
も

の
で
し
た
が
、
今
で
は
門

松
は
も
ち
ろ
ん
年
末
の
大
掃
除
す

ら
し
な

い
家
庭
が
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
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正
月
の
か
る
た
行
事

一
月
上
旬
の
土
曜
日
曜
日
に
は
近
江
神
宮
な
ら
で
は
の
行
事
と
し
て
、
百
人

一
首
か
る
た
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
三
が
日
明
け
の
最
初

の
土
曜
日

(二
十

一
年
は
十
日
)
、
か
る
た
名
人
位

・
ク
イ
ー
ン
位
決
定
戦

(全
日
本
か
る
た
協

会
主
催
)
が
行
わ
れ
、
翌
日
曜
日
、
神
前

で
の
か
る
た
祭

・
か
る
た
初
め

の
儀

続

い
て
高
松
宮
杯
か
る
た
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
名
人
位

・
ク
イ
ー
ン
位
決
定

戦
は
二
十

一
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
第
五
十
五
回

・
五
十
三
回
を
数
え
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
高
松
宮
杯
か
る
た
大
会
は
第
五
十
八
回
回
に
な
り
ま
す
。

名
人
位

・
ク
イ
ー

ン
位
決
定
戦
は
競
技
か
る
た
日
本

一
を
決
め
る
行
事
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
江
神
宮

で
は
こ
の
ほ
か
に

も
七
月
に
高
校
選
手
権
大
会
、
八
月
に
は
大
学
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
三
月
に
は
、
も
と
も
と
近
江
神
宮
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、

大
津
市
内
の
別
会
場
で
小
中
学
生
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に

高
校
生
大
会
に
は
各
県
予
選
ま
で
含
め
る
と
百
校
以
上

の
高
校
生
が
近
江
神
宮

で
の
大
会
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
漫
画
に
も
描
か
れ
た
り
し

て
若
年
層
に
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

高
市
黒
人
歌
碑
の
建
立

た
け
ら
の
く
ろ
ひ
と

近
江
大
津
宮
廃
都
を
歌

っ
た
高
市
黒
人

の
万
葉
集

の
歌
の
歌
碑
が
十

一
月
末
、
淡

海
万
葉

の
会

(鈴
木
靖
将
会
長
)
に
よ
り

境
内
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歌
碑
を

含
め
て
大
津
に
か
か
わ
る
歌
を
刻
ん
だ
計

十
基
の
万
葉
歌
碑
が
、
近
江
神
宮
周
辺
な

ど
大
津
市
内
に
来
春
に
か
け
て
、
同
会
に

よ
り
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ざ
な
み

「楽
浪

の
国

つ
御
神
の
う
ら
さ
び
て
荒
れ

み
や

こ

た
る
京

見
れ
ば
悲

し
も
」
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(右
上
)
近
江
神
宮
流
鏑
馬

騎
射

(右
下
)
近
江
神
宮
流
鏑
馬

鏑
矢
奉
献

の
儀

(流
鏑
馬
は
十

一
月
三
日
に
開
催
)

(上
)
初
穂
講
大
祭

J
A
奉
仕
者
が
献
米

の
た
め
参
進

(十
二
月

一
日
)

年
末
年
始
の
祭
典
等

十
二
月
十
三
日
午
前
九
時

十
二
月
二
十
日
午
前
九
時

十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時

十
二
月
三
十

一
日
午
後
三
時

十
二
月
三
十

一
日
午
後
三
時
一

一
月

一
日
午
前
○
時

一
月

一
日
午
前
七
時

二
分

一
月
二
日
午
前
八
時
三
十
分

一
月
三
日
午
前
八
時
三
十
分

一
月
七
日
午
前
九
時

一
月
十
日
午
前
八
時
三
十
分

一
月
十
日
午
前
十
時

一
月
十

一
日
午
前
九
時

一
月
十

一
日
午
前
十
時

一
月
十
五
日
午
前
十
時

門
松
立
て

煤
払
祭

天
長
節
祭

年
越
大
祓
式

二
+
分

除
夜
祭

む

ぺ

御
鎮
座
記
念
祭

献
納
郁
子

(十

一
月
七
日
)

近
江
八
幡
市

・
大
嶋
奥
津
嶋

神
社
よ
り
奉
献
さ
れ
る

天
智
天
皇
が
賞
味
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
る
特
産

の
果
物

現
在
も
同
神
社
よ
り
宮
中
に

も
献
上
さ
れ
る

(藁
つ
と
の

中
に
実
が
納
め
ら
れ
、

一
部

が
上
に
の
せ
て
あ
る
)

歳
旦
祭

(さ
い
た
ん
さ
い
)

初
日
の
出
遥
拝
式

日
供
始
祭

(に

っ
く
は
じ
め
さ

い
)

元
始
祭

(げ
ん
し
さ

い
)

昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

天
智
天
皇
祭

(天
智
天
皇

の
ご
命
日
)

か
る
た
名
人
位
ク
イ
ー

ン
位
決
定
戦

か
る
た
祭

高
松
宮
杯
全
国
歌
か
る
た
大
会

古
神
札
焼
納
祭


